
問1　1/13

問１： 本日の「万葉の時代から現在にいたる水環境の変遷」のテーマはいかがでしたか。

1 よかった。

2 良いと思った。

3 千田先生のお話よかった。

4 興味深い話がたくさんあった。

5 大変興味深いテーマで良かったと思います。

6 親しみのもてるテーマで内容もよかった。

7 今一歩。

8 よかったが、流域との関連、付け替えとの関連など広い範囲が聞きたかった。

9
現在の水環境改善の取り組みについてはよくわかったが、万葉時代からや、万葉集と結び付けてテー
マにする必要はないと思いました。

10 もう少し現代的テーマの方がよいのでは

11 今とかけはなれすぎ。もっと間近なものを短時間で。

12 古代からの水環境への考え方などが判って参考になった。

13 河川が人の営みを越えて古くから息づいていることに気づくことができて有用だと思いました。

14 昔のように川と暮らしが密着した関係を今一度思い起こされた。

15 古人の川への思いがわかった。

16 ロマンを感じて参加しました。

17 「環境」とは人間と自然が一体化したものということに共感を覚えた。

18
万葉の時代から人の生活と自然（川）は一体であり、住民の意識のあり方が環境を守る原点というお
話が印象的でした。

19 川が神としての扱い。環境問題は古いものと一体化（飛鳥川の神事）等感じるものがありました。

20 川は神!よくわかりました!

21
万葉時代に川は神とされ、清らかなものとされていたことには少し意外でした。水環境の変遷という
意味ではあまりわかりませんでしたが。

22 山＋川は天を示していることがわかった。昔は川が神聖だという意識があることがわかった。

23 「川」と「神」の視点が参考となった。

24
「山」と「川」は昔から一体となっている。水環境もまたしかり。「環境（environment）」ではな
く、古来からの「浄」を目指しての考え方はおもしろかった。

25
万葉時代の河川は清らかで神々しいものであったと知りました。今は生活排水を流すもの、ゴミを捨
てるものとなんと罰あたりなことか。神と川との関係、物流手段の川、もちろん飲水として非常に大
切なものであると感じた。昔の自然観を今日にも。

26 大和川が万葉と関係している事自体が知る事がなかったのでよかったと思います。

27
万葉の時代というのは少し難しかったですが、歴史的背景を踏まえて大和川について知ることができ
てよかった。

28 大和川を歴史・現状などいろいろな視点から見ることができてよかった。

29 昔の姿を勉強できるよい機会でよかったと思う。

30 難しかったですが、所々勉強になりました。

31
歴史に関心のある人にも大和川に関心を持ってもらえてよいと思う。ちなみに今年は「古事記」が完
成して1300年の記念日です。

32 ユニークなテーマでした。歴史から学ぶことの大切さを知りました。

33
大和の歴史を運ぶ川「大和川」とその周辺に歴史があり、それを見つめながら、私達はその財産を大
切にしなければならないと感じました。

34 流域住民の意識啓発の進め方の参考になった。

35 河川への近づき、親しみの大切さのポイントの指摘が良かった。

36 昔の大和川の美しさに驚く。

37 初瀬(ハツセ、ハセ)、泊瀬(ハセ)、長谷(ハセ)の当て字のいきさつを知りたい。
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問２： 本日の発表の中で、何に興味がありましたか、また興味を持ったものはありますか。

1 すべてでした。

2 人と河川のかかわり。

3 千田先生の講話

4 千田稔先生

5
万葉の頃から現在まで、多くの姿をしている川を万葉の歌とからめつつの話題提供の方法はすごく良
かったと思う。

6 奈良の都と神と川の関係・歴史

7 大和川の水環境改善の歩み

8 アユに関する研究発表

9 天然アユの研究発表

10 天然アユの遡上と産卵数について。

11 アユ遡上状況についての調査

12 天然アユの遡上状況と産卵場づくりの試行結果。

13 大和川のアユの産卵・遡上状況調査

14 天然アユの遡上と産卵場作り

15 アユの産卵場

16 アユの魚道と巣づくり

17
大和川のアユの産卵数についての発表で、実際どこで産卵されているのかを調べて、そこを重点的に
整備して、アユの遡上、産卵数を増やせればいいと思いました。

18 第3部活動発表会

19 研究発表会の内容は今後引き続きの調査に期待。

20 市民団体の活動報告

21 活動発表会。各団体の取り組みがわかってよかった。

22
各市民ネットワークの皆さんの活動には本当にご苦労様と申し上げたい。川は地域環境のバロメー
ターとの清掃活動をするNPO法人の方々、蛍の住む川をつくっていること、子ども達に見せてやりたい
と思った。

23 大和川や町づくりを真剣に考えておられる人達、また、地道に活動されている人達のこと

24 各団体の活動発表の内容に驚きもし、敬意を表したいと思います。

25 川をきれいにするためにいろいろな方面からの働きかけが必要であることを痛感しました。

26 市民ネットワークの取り組み

27 大和川市民ネットワークの活動

28 環境市民ネットワーク天理のとりくみ

29
環境市民ネットワーク天理の行動範囲の広さ。ここまで大きく動けるのは、計画がうまくされている
からだと感じた。手本にしたい。

30 環境市民ネットワーク天理。布留川をきれいにしよう!ホタル・里山づくり。

31 ホタル護岸

32 天理の古川にホタル復活、ホタル護岸

33 グループ活動の山まで天理の方の活動

34 たどたどしい発表の斉藤さんでしたが、真実がこもって感動しました。

35
大和川を守る会の発表だったと思いますが、大和川を掃除して 初のスタートなど不法投棄がトラッ
ク1台分あったと聞きました。びっくりしました。月1回の活動は大変だったと思います。

36 「大和川を守る会」地道に清掃をH6年？より1回も休まず続けてこられたとのことに感銘を受けた。

37
活動発表で長年にわたり毎日大和川を清掃しておられるのは大変なことだと感心します。応援してい
きます。
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問３： 人々が大和川へ関心を持っていただくには、どのようにしたらいいと思いますか。

1 現在の活動をそのまま継続することで充分

2 1.瀬や淵をつくる。2.アユの遡上。3.大和川から取水できるほど水質改善。

3
川がきれいになり、多種多様な生物が増えてくればいいと思う。なので、川をさらにきれいにするこ
とが必要だと思います。

4
活動発表会でも話題にあがっていたように、若い人達の関心をどのように川へ向けるかがポイントだ
と思う。産官学ではないが、大学・高校との連携等、いろいろ試行していく必要があると思う。

5 一般の人々にPRする方法を考えていく

6
あまり知られていないように思います。もっともっとアピールする事だと思う。若いメンバーに声か
けが大切。

7 「きたない川」であったといわれたが今は「きれいな川」になったともっと発表していけばいい。

8
関心を持つ前に現状を知らない人が多いと思うので、情報をどのように発信・普及をしていくかだと
思います。

9 様々な機会でのPRと参加の呼びかけ

10 多くの人が遊んだり、生物調査をしたり川と関わりをもつこと。大和川の姿の宣伝と啓蒙をする。

11
大和川のクリーン作戦をもっと大々的にしたらいいと思います。周辺の幅広い年齢層に呼びかけたら
いいと思います。

12 大和川と人間と海とが生命にどうかかわって、大事であることをもっと宣伝すること。

13 学校教育で地道に大切さを伝える。影響力の大きい俳優を使って、映画・ドラマ等を制作する。

14 歴史。昇る太陽・沈む太陽の素晴らしさを宣伝してほしい。清掃活動の奨励に紹介。

15 歴史・文化・暮らし・楽しみごとなど、多様な視点から啓発活動を行う。

16 イベントの活用

17 当面はイベント等によるキッカケづくり

18 花火大会を開く。川で遊ぶ。下水場を見学する。イベントにより大和川を代表する企画を行う。

19 子どもを含めた人が大和川へ近づけるような河川づくり・河川の行事がいいと思います。

20 大和川関連行事に主婦（小学校へ行く前の子どもさんをお持ちの方）へのアプローチ

21
大人がもっと子ども達を大和川に連れて遊びにくる。実際に大和川は危険だから行くなと言う人が多
いようだ。親子で大和川で遊べる環境をつくることが大切ではないかと思う。

22 親と遊んで補って飼って。食も。

23
よくなった事をアピールし、それにちなんだイベント(ターゲットは子ども)。子ども向けは親がつい
てくる

24 水産資源や周辺の経済に密に関わるような取り組みを

25 「大和川遊泳場」を橋下市長と松井知事に提案する

26 親水性をもてる場所をつくる

27 水が美しくなり、もう少し流れが良くなり、子どもが泳げるようにする。

28 大和川が遊べる川になる事

29 川の恵みをいただくこと

30 ホタル・アユなどの活性化

31 市民団体の活動をもっと発展させていく

32
種々の活動内容の発表会でも失敗談をもう少し入れた「ありのまま」の活動をPRすればよい。他河川
での活動グループとの交流

33
地域の人々や学校等に河川の清掃活動を行ってもらって直接見てもらい関心をもっていただいたらよ
いと思います。

34 川の外とのつながりを重視する（まちづくりとの連携など）

35
大和川と地域住民とのかかわりをもたせ、どういう風にしたいかということをアピールすることが必
要だと思います。

36 流域の市町村のPR

37 汚い川
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問４：

第1選択肢 回答数 第2選択肢・内容 回答数

1 生き物がたくさん住む川 32 蛍 1

アユ 3

アユ・マス 1

ウナギ 1

魚・昆虫・鳥・植物等 1

自然的な植物（例えばウド・よもぎ等） 1

上流の生物が下流に 1

かつて大和川で多く生息・生育していた生物 1

2 水のきれいな川 36 ①水が飲める 3

②泳げる 16

③足をつけたい 11

④そばに住みたい 3

⑤その他 1

大和川に住む魚が食べられるくらいきれいな川

3 安全な川 11

4 活気のある川 25 ①人が多く集まる 3

②船が行き来する 0

③遊び場所が沢山 12

5 その他 5 思い出の残る川 1

安全を確保した上で変化に富む河川 1

身近に感じられる河川へ 1

大和川地域との景観がマッチする場所であること。産業道
路をなくし、流域は林にしてほしい。 1

釣りもしたい。コイやアユだけでなく渓流も復活させた
い。 1

109合　　計

あなたは10年後の大和川がどんな川になって欲しいと思いますか（複数回答可）
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問５：

選択肢 回答数 内容 回答数

1 思う 39

2 思わない 2

3 その他 7 機会があれば一度くらいは参加してみたい。 1

遠隔地なので実際的な協力はできない 1

近足が悪くなったので・・・ 1

年齢的 1

体力的に無理なので会合に参加する程度 1

どちらとも言えない 1

魚道調査 1

4 無回答 2

50

大和川の生物の生息環境の改善策として、「魚道の設置」や「瀬・淵の再生」、「水際植生の再生」
の３つの取り組みを計画しておりますが、それらの取り組みに参加してみたいと思いますか。

合　　計
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問６：
大和川の水環境改善に向け、問５で取り上げた３つの取り組み以外で、今後必要と思われる取り組
み（河川清掃や環境学習等）やご意見はありますか。

1 河川清掃活動

2
河川清掃をもっと徹底的にする。ゴミを捨てないという意識を持つようにする（各個人が）。生活排
水を出さない。

3
年1回の清掃に参加。観察会にも参画しています。現地の様子を知ることで大和川への関心もさらに深
くなります。

4
問3と同じく、若い人の関心が向く参加が促されるようなイベント（取り組み）があれば、長期的な展
望が見えてくると思う。

5
各種イベントの開催、大和川沿川の各自治体の結束を教育委員会がもう少し力を入れ、子ども達に大
和川の実態を勉強させる。

6 花火大会。お祭り。

7 自然観察会などの開催がいいと思います。

10
大和川への汚染水を流さない条例をつくる。（ 近、ある工場が汚染水を流す事故がありましたが、
工場からパイプが大和川へ繋がっていること自体が間違っていると思います）。大和川へのパイプラ
インを作らない。

11 1.堆積する土砂の除去。2.淵を再生する構造物の構築。

12 下流の両岸セメントでなくて魚の住めるテトラ（？）石垣

13 資源（水産資源）の確保

14 河口部干潟の生物の再生。下水処理水の高度処理化。支川流域での下水道整備の推進。

15 水質の改善方法等についての研究？

16 流域全体での地下水や湧水の活用

17 市民参加型の川づくり(計画から維持管理まで)。

18 今後は活用団体(NPO等)と企業との連携をつなげていく場づくりが大事

19
流域の小･中学校で市民団体の活動状況などを説明する機会をもっていただければ良いPRになると思い
ますが。

20 子ども達の教育

21 現状で問題ないと思う
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問７：

選択肢 回答数

1 達成できる 24

2 達成するのは難しい 7

3 わからない 13

4 無回答 6

50
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大和川水環境改善計画では、大和川流域における「残さない」「ふき取る」「流さない」などの生活排
水対策の参加率を平成２７年までに現在の４０％から６０％にまで向上させることを期待しています
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問８：
大和川流域における生活排水対策の参加率を向上させるために、どのような取り組みが必要か、ご
意見やアイデアがあれば、自由にお書きください。

1 広報

2 大和川水環境改善の取り組みをPRすれば対策の重点なのではないか。

3 チラシ配布や地域の人々に呼びかけ

4 若年層をどのように取りくむか

5 子ども達への啓蒙。出前講座の開催を多くする（子ども達直接と学校の先生達へのものと両方）

6
小学生のイベントを行う。各学校で講演する。移動水族園。大和川の川遊びを幼稚園で行う。万葉歌
会を行う？。大和川をドラマで使ってもらう（夕日・朝日などなど）。

7 学校教育での地道な取り組み。テレビなどマスメディアでとりあげる。

8 各種メディア・メールでの呼びかけ

9 ごみ清掃の際に有名人を呼ぶ。

10
直接的、速効的に効果を求めるのであれば、大々的な広報（新聞広告・TVなど）。ただし、継続的な
ものを求めるのならば、日々の努力だと思う。

11 地域がどれくらい入っているのかわからないが、流域すべてを取り組めばよいのではないか。

12 地区ぐるみで定期的に実践する仕組みづくり

13 各個に水洗い、下水の浄化の徹底をはかる。

14 普通なら捨てるようなだし汁（魚の煮汁など）の活用料理のPR

15 企業に排水を出さないよう指導する。各家庭が排水を出さないよう意識を高める。

16 周辺企業への呼びかけ、企業単位で受け持ちの区間を依頼（社員教育の一環としての大和川の利用）

17
大和川流域で使用する食器用中性洗剤や洗濯洗剤を環境負荷の少ないものを市町村などで販売するよ
うに、もしくは、購入し、使用すれば､上下水道料金の値下げなどの取り組みをしては。

18
大和川への生活排水を流すパイプをすべて撤去し下水路化する。雨水も自然の雨のみを流してもよい
か、汚染地を通過させない。その地域への人々への正しい啓発活動を強める。

19 下水道や合併浄化槽の整備をもっと進めればよい。

20 それぞれ大和川に対する思いは一緒ですが斉藤佳穂さんのお話を聞き、感動いたしました。
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問９：
発生源対策の一つとして「ごみの発生源対策」を推進していきますが、大和川のごみの量を減らすた
めにはどのような取り組みが必要か、ご意見やアイデアがあれば、自由にお書きください。

1 清掃活動の定期化

2 清掃活動を頻繁に行う

3 地道な呼びかけや流域全体での一斉清掃

4 地域一帯となって清掃と啓発

5 ごみ拾い活動と啓発（実行する機会を与える）

6 広報など市民啓発

7
都市河川で多くの人口をかかえる大和川において、なかなか難しい問題だと思う。日々の努力（人々
の意識の啓発・若い人々の活力の利用）等を粛々と進めていくべきである。

8
小学生のイベントを行う。各学校で講演する。移動水族園。大和川の川遊びを幼稚園で行う。万葉歌
会を行う（？）。大和川をドラマで使ってもらう（夕日・朝日などなど）。

9
子ども達への啓蒙。出前講座の開催を多くする（子ども達直接と学校の先生達へのものと両方）と自
治会等への出前講座。

10
学校教育での地道な取り組み。社会全体でゴミが少なくなることをすすめていく。不法投棄について
は厳しくのぞむ。

11
一人一人の意識を高める。→特に若者に対して。小学生の子どもの頃からゴミを捨てない人間になる
よう指導する。

12 やはりパネルなどでゴミの写真を載せて、投棄させないようにしたい。

13 地域の活動団体で取り上げて、子ども達の教育に取り入れて。

14 活動グループと連携したモニタリングや啓発活動

15 大和川流域と他の川の流域で、どんなにゴミ発生量が多いか、数値的出してPR

16 川の周辺のゴミ。例えばJR貨物廃線跡

17 ごみ箱を河川敷に置き、行政で定期的に回収する。

18
市のごみ収集の仕分けとして(神戸市のやり方)再利用資源(新聞・図書等)、燃えるゴミ(木製品)、金
属・鉄(ビン・ガラス分類)

19
根本的にはプラスチックなどの自然に戻らないものは生産者の義務で回収する対策を大和川流域でも
条例化する。

20 ペットボトルを使わない。

■大和川水環境改善活動発表・研究・交流会　2012　アンケート集計

記入内容
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問１０：

選択肢 回答数 内容 回答数

1 チラシ 10

2 DM 4

3 HP 4

4 メール 7

5 その他 20 大和川河川事務所 1

関係者 3

友人から紹介 1

知人から 1

所属するNPO事務局から 1

活動団体 1

市民ネットワークの案内 1

大和川市民ネットワーク 1

大和川天然アユ研究会 1

アクアフレンズ 1

会員から 1

仕事を通じて 1

研究室 1

学校の先生からのすすめ 1

6 無回答 5

50

■大和川水環境改善活動発表・研究・交流会　2012　アンケート集計

本日の「大和川水環境改善発表・研究・交流会２０１２」は何で知りましたか。

合　　計

チラシ

20%

DM
8%

HP
8%

メール

14%

その他

40%

無回答

10%
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問１１：

選択肢 回答数 内容 回答数

1 大阪府 39 大阪市 9

大阪市住吉区 3

大阪市東住吉区 2

大阪市旭区 1

大阪市住之江区 1

大阪市平野区 1

堺市 3

堺市堺区 2

堺市北区 1

八尾市 4

豊中市 2

東大阪市 2

藤井寺市 2

高石市 1

岸和田市 1

大阪狭山市 1

不明 3

2 兵庫県 4 神戸市 2

神戸市北区 1

伊丹市 1

3 奈良県 2 奈良市 1

不明 1

4 滋賀県 1 大津市 1

5 和歌山県 1 橋本市 1

6 無回答 3

50

■大和川水環境改善活動発表・研究・交流会　2012　アンケート集計

本日はどちらからお越しでしょうか。

合　　計

大阪府

78%

兵庫県

8%

奈良県

4%

滋賀県

2%

和歌山県

2%
無回答

6%
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問１２：

選択肢 回答数 内容 回答数

1 会社員 11

2 自営業 1

3 公務員 7

4 主婦 7

5 学生 7

6 その他 10 団体職員 1

無職 5

7 無回答 7

50

所属団体 回答数

1 大和川市民ネットワーク 2

2 大和川市民ネットワーク・大和川を守る会 1

3 大和川水環境パートナー 1

4 アクアフレンズ 1

5 堺市浅香山校区自治連合会 1

6 日本下水文化研究会 1

7 NPO砂防広報センター 1

8 淀川流域の美化活動 1

9 武庫川づくりと流域連携を進める会 1

10 大阪市立大学 1

11 大阪動植物海洋専門学校 1

12 地方公務員 1

13

■大和川水環境改善活動発表・研究・交流会　2012　アンケート集計

差し支えない範囲であなたご自身のことを教えて下さい。

合　　計

合　　計

会社員

22%
自営業

2%

公務員

14%

主婦

14%

学生

14%

その他

20%

無回答

14%
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問１３： 本日のご感想も含め、今後の水環境改善活動に向けてご意見等ございましたらお書き下さい。

1 大変有意義な会でした。

2
行政・市民団体も含め活動されている状況、大和川の現況などよくわかりました。参加してよかった
と思いました。

3 大和川についての水環境の歩みから改善として何を行ってきたかよくわかりました。

4 新しい発見もあり、大変参考になった。学校や学生の取り組みの支援が必要。

5
他方面の方々の協力により、水質が改善されつつあり、たいへんうれしく思います。今後もこの取り
組みを継続していくことが重要だと思います。

6
あらゆる生物の生命の水でもあり、心を癒すものでもある水景観をさらに市民に知っていただく努力
が一層必要と思います。小学校・中学校・高校でも必ず教育の中で取り入れてほしい。大和川流域に
大マンションやビルはいらないと思います。規制を!

7
アユの研究を大和川で行っているが、ゴミの採取などでさまざまな河川改善法が見られていい勉強に
なった。

8
今日は有意義なお話をたくさん聞くことができて、参加してよかったと思いました。自分自身も今
後、生活排水を出さないよう気をつけたいと思いました。

9 上流から下流にかけての様々な活動の様子がわかって良かったです。

10 このイベントを市民の人に知らせる手段をもう少し考えた方がいいと思う。

11
大和川へは近く散歩の範囲内にあり、ワースト３から抜けて清い川になることを望んでいます。泳げ
る川。

12 大和川の水質改善に取り組んでいくひとりになりたい。

13 川中心の考え方と歴史人や生態にとっての川として考えることが大切ではないでしょうか。

14
私の幼い時は水環境を考える事なく過ごしましたが、今の子ども達から水を美しくする事を教え何気
なく水をきれいにする事を実践してほしいです。

15
スポットできれいになった大和川をどんどんテレビ･ラジオ等でコマーシャルを流し、市民一人一人に
私も大和川を美しくしよう、守ろうとの気持ちを抱かせてほしい。

16 地域で夏花火大会でしたらと思います。ゴミを少なくすること。

17
大和川活動のノウハウを他の河川(淀川流域でもいい)に広げていけるような(NPO主体・市民団体主体)
環境改善を含めた写真展とか魅力のある(人が行きたいと思う)イベント。上流と下流と海(大阪湾)と
の連携

18 大和川の水環境を淀川でも参考にしたい

19
大和川をきれいにしていこうという市民のみなさんの取り組み、行政での取り組み、業者の取り組み
をこれからも継続的にすすめていければなと考えます。ただし、あまりきれいになりすぎると大和川
の雰囲気がなくなってしまうかも？

20
流域の人々が河川に近づきやすくするのがいいと思います。河川の魚についてはアユ以外がどうなっ
ているかを知りたい。

21
大和川はアユの生態に向かない砂河川ということが本日の発表であったが、ではなぜアユの遡上調査
やアユに注目しているのかを教えていただきたい。

22 建物の入口がわかりにくかった。

■大和川水環境改善活動発表・研究・交流会　2012　アンケート集計

記入内容


